知的発達を促す感情系の発達 by 岸本,弘
〔論　　文〕
知的発達を促す感情系の発達
岸　本
?
ゲーテのことば
　私たちの青春時代（因みに私は第2次大戦終戦の年にちょうど20歳だった）は，情報の洪水
の中で生きている今の若老とは違って，誰でも読書にもっと時間を割くことができた。他に楽
しみといったらスポーツで汗を流すか，旅行ぐらいしかなかったからである。むろんファミコ
ン，パソコソはおろか，テレビジョソなどもなかった。私の読書量は当時の学生としてはごく．
普通だったが，感激して読んだ中に文豪ゲーテのものも含まれていた。彼も生存中は死後の名
声からは考えられない程の誹諺の中にあったらしく，例の『若きヴェルテルの悩み』も発表当
時はさんざんで，「苦情や批判のでた箇所をいちいち抹殺していたら，あの本全体でただの1
行も残らなかったかも知れない」（1）といっているくらいである。ある人が「大体ゲーテは独創
的でないよ」といって攻撃したのに対しては，「人間，独創的なんてあるものか。自分は生ま
れた時から母親に育てられ，皆に教えられ，成長した。そして死ぬまでいろいろの人から刺激
されながら，教えられながら，ハッと自分で感じて生きているだけだ。人間には自分のものと
いうものはない。全ては借り物ぼかりだ。そんな非難は……人間が自分を知ったら，そう気に
掛からない」（2）と答えている。そして「自分に敵する者の声は，まあいい加減に聞いておく。
しかしどんな小さな者でも，愛してくれる人の言葉は聞く。愛してくれる者の言葉だけによっ
て自分は育ってきた」（3）とも言っている。名作rファウスト』も若い時から書き始め，3，40年
もかけて書かれた大作だが，彼自身は発表後も不満で，もう一度書き直したいと生涯言ってい
たという。
　ゲーテが独創性に富んでいたか，それとも無類の努力家だったかはともかく，彼の言ってい
ることを参考にしながら心理学的に考えてみよう。
1
、子どもはみな一人ひとり違う
　私たち一人ひとりの人間の生涯は，母親の胎内で卵子が父親から送られてくる無数の精子の
中から一つの精子（の細胞）を受け入れた，いわゆる受胎の瞬間から始まる。その際私たちは
私たちの体や脳を構成する時のいくつかの側面が影響を受ける遺伝子を両親の遺伝子の中から
いわぼくじをひく形で，ほぼ半分ずつ受け継ぐが，その一つひとつの遺伝子をどちらの親から
受け継ぐかは全く偶然によって決まる。そして私たちのもつ数多くの遺伝子の一つひとつがみ
な少しずつちがっているために，一卵性双生児を唯一の例外として遺伝的に全く同一の人物が
人類史上二度と現れることはまず考えられないという。私たちの子どもはその一人ひとりが唯
一のかけがえのない存在であるとよくいわれるが，その生物学的根拠はまずこの点にある。つ
まり人間の子どもがみな違ってみえるのは，一人ひとりの遺伝子が全く同一のものということ
がないからで，逆にみな似てみえるのはこうした遺伝子がふつうはよく似たものだからであ
る。
　次に脳で説明すれぽ，遺伝子にはむろんその作り方も書いてあるが，その通りに作れぽ脳が
完全にできあがるというわけではない。脳の1個1個の神経が他の神経とつながっているのな
どを全部書き出してみると，遺伝子が全然足りなくなってしまう。つまり遺伝子に書きこまれ
ているのは，いわぽ脳の大まかな設計図で，比較的早く働き出す私たちの脳の全体的構造を決
定するような土台となる部分はかなり詳しくその作り方が書きこまれているが，後になってで
きあがっていく特定の神経細胞間のつながりなどという細かい部分までは，それ程の詳しさで
は書かれていないのである。それらは生まれた直後からの外部と内部からのいわゆる教育によ
って自ら学習しながら次第に作りあげられていくようになっている。たとえぽ手足をぽたぽた
させている赤ん坊も，ぽたぽたさせているうちにこの筋肉はこういうふうに動くということが
脳にわかり，それをもっとうまくするにはこうした方がよいということがわかり修正すること
によって，脳の神経細胞間のつながり方が決められたり，変えられたり，余分なつながりがで
きている場合には破棄されたりする。このようにして私たちゐ子どもは自分の脳の構造を生ま
れた直後から自分でどんどん作り上げ，作りかえていくようになっている。この能力が実は人
間は非常に発達しており，遺伝子の中にはそういう学習の仕組みまでが書かれていて，この点
では生まれた直後から既におとななみの行動ができるように遺伝子によってすべてが決定され
ている昆虫等とは最も対照的になっている。この意味で人間の特性は，まさに一人ひとりがか
えがたい唯一の存在で，その教育と学習による発達的変化も殆ど誰にとっても無限といってよ
い程の広がりが保証されているともいえる。しかも遅くはたらき出すこのような遺伝子に突然
変異が起こる場合には，早く働き出す土台を形成する遺伝子にくらべて全体的な構造を崩すよ
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うな変化にならないため個体群からそんなに急速に除去されずに，個体群の中に蓄積されてい
く傾向がある。そのことによって人間の多様性の元である遺伝子変異体はそれだけ多く維持さ
れていくことになる。
　このように無数の違った遺伝子が共存していれぽいる程，生態学的変化が起こってもそれだ
け変化に堪えられ適応できる範囲は広くなる。種全体としてみれぽ長い期間にわたって絶滅か
らのがれられることにもなる。この意味で「どの子どもも何かよいものを持っており」ωまた
「子どもの知能に序列はつけられない」（5）というのはまさにその通りで，すべての子どもが人間
の存在をかけたこの多様性を生み出す，一人ひとりがすぽらしい可能性を具えた進化を支える
戦士ともいえる。このことを，まず私たちははっきりと認め合う必要がある。
子どもの知的発達についての研究
　人間の最も大きな特徴の一つは，まちがいなく以上のように親から受けつぐ遺伝子の多様な
組み合わせのうえに，更に教育によって学習し，たえず新しいものを身につけ生み出していく
この二重の多様性にある。ゲーテがすべては惜りもの，刺激され教育されて成長したものと言
ったのは，この意味である。だから人間の赤ん坊の行動は逆におとなの行動にくらべて全く無
能にみえる。しかし赤ん坊もかなり複雑な反射能力や，活動準備の整った神経細胞を親から授
かってくる。産声を発し，乳を探し，乳を吸って飲み下し，体内で一連の複雑な消化作用を始
めるのは，すべてこの生まれつきの反射活動のなせるわざである。そして赤ん坊は生まれてか
ら数日の間に，自分の母親をにおいでかぎ分け，そして数週間たつと声でも聞き分け，更に数
ヵ月たつと顔でも他の人とちゃんと区別できるようになる。
　その赤ん坊を観察していると，生後1ヵ月もたたないうちに自分の興味をひくことに注意を
向け始め，その他のこと，たとえぽ前述の乳を飲みたいとか，おむつが濡れて不快だとかいう
気持ちさえ無視するのに気がつく。彼らが既に興味を持ったものに注意を集中し，数はまだ少
ないが無意識に働く自動的な行動の中から必要なものを選択して作動させ始め，周囲の世界の
探求を開始していることに気がつき驚嘆させられる。こうして始めは意識的注意の集中の中で
身につけられた技能は直ぐに自動的なものとなり，フロイトが言ったように意識によって注意
するよう指図されるよりも上手にできるようになる。そしてペンフィールドが言ったようにや
がて人間の脳はこうして獲得された自動的な能力によって装備されている，一種のコンピュー
タ装置のようになる。この自動装置化する仕組みには，ことぽをしゃべり始める前に身につけ
られる，前述のにおいをかぎ分け，音声を聞き，顔を見て区別したり，更にからだのバラソス
をとったり，歩いたり，こまかい手先の仕事をしたり，思い出したり，考えたりすることも含
まれる。そしてむろんことぽをしゃべることも，更に読んだり書いたりすることもやがては自
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動的にできるようになる。
　子どもが言語を獲得していく過程についてはまだよく解っていない点が多いが，人間の子ど
もの一つの特徴であるこのことぽをしゃべり始める過程について考えてみよう。子どもの言語
理解が言語の使用に先立って起こるという事実は，たとえぽおよそ10ヵ月の乳児はまだことば
を発することができないのに，既に母親の求めに応じてスプーソとか玩具の車を見つけるのに
さして苦労しない，つまり簡単なおとなの求めや命令を理解し，それに応じることができるこ
とから解る。しかしどの文化圏の子どもでも，「ワソワソどこ」とか「もっとミルク」という
単語を二語つないだ，いわゆる二語文をしゃべれるようになるのは，やっとおよそ18ヵ月もた
ってからである。だがスロービン（Slobin，　D，1．）の精密な実験によると，3歳頃になるとど
の文化の子どももみな次のような母親と女の子の簡単なやりとりにみられるように，既に語
順，複数形，過去や未来の時制等，言語を成立させている母国語の重要な文法を十分に使いこ
なすようになるのである（6）。
（母親）あなたはおじいちゃまとどこへいったの？
（幼児）あたしたちこうえんで（in）いっちゃった（goed）。
　確かにおとなから見れぽ，（in）とか（goed）など舌たらずの面が目立つが，外国語を習い
始めた異国人のおとなに似て，却ってそれが幼児が母親の問の主要な意味を全部理解している
証拠にもなっている。こうして米国を例にとれぽ6歳頃までにはおよそ8，000語から14，000語
の語彙を習得するといわれ，これは1歳から6歳までの間に毎日平均5語から8語を加える計
算になり，おとなから見るとほとんど神業に近い程の速さにみえる。
　私たちの子どもはどの子どもも殆ど例外がない程，どのようにしてこんなに短期間に簡単に
多数の言語を覚え，文法の使い方を学んでしまうことができるのだろうか？　言語学者の中に
は母国語の文法のメカニズムが生得的に埋めこまれているとみなけれぽどうにも説明がつかな
いという人もあるくらいである。しかしどの人種の子どもも自分の生まれたその言語圏の文法
にしたがったことばを同じようにしゃべるようになる。そして一つの言語を覚えてしまってか
らは，子どもは母国語であっても，他の言語を覚えることはそう簡単にはいかない。特に発音
はなかなかむつかしく，正確に発音するようになるのは不可能という人もある。また昔から報
告されている野生児等，言語にふれなければことぽをしゃべれるようにはなれない。これらの
ことからみても，後述する刻印づけされる離巣性の，鳥の追従反応よりも遥かに複雑なこのよ
うな言語機能の獲得が，生得的遺伝子のみによって直接作られるものではないことは明らかで
ある。既に述べたようにわれわれの言語器官についても，遺伝子によってまず土台となる初期
の細胞のタイプや位置が比較的精密に決められる。しかし発達してきたわれわれの言語器官は
既にふれた遣伝的に決定されているプロセスに沿って，学習する機能を使ってそれぞれに違っ
た環境（自分の生まれた言語圏での一人ひとりの独自の経験）にも適応していかなけれぽなら
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ない。つまり私たちの器官は種によって制約を受けたさまざまな活動（ヒト特有のものにはた
とえぽこの言語や道具の使用や論理的思考等）ができなくてはならない。一方環境の変化（違
う言語，さまざまな道具の使用，科学以前や以後の思考等）にも適応できる仕組みになってい
る。すなわちわれわれの子どもたちはみな，一人ひとりが自分の生まれた各言語圏での独自の
経験をしながらその言語を理解し，その表現ができるような方法を自分なりに見つけださなけ
れぽならないのである。いってみれぽ一人ひとりが違った刺激や教育を受け，違った学習をす
るのである。それにもかかわらず，わたしたちの子どもたちはみな同じ言語圏である限り最終
的にはほぼ同じようにその言語をしゃべれるようになる。マービソ・ミンスキーはこのことに
ついて，「恐らく遺伝子はだいたい正しい時間に，正しい場所に言語機関の新しい層を提供す
るヒソトを与えてこの発見のプロセスを助けてくれ」（7）ているのだと巧妙に表現している。
　これらのことは何を意味するのだろうか？　ことぽを覚え始める時の人間の子どもと，九官
鳥やおうむとの違いを考えてみるのが役に立つかもしれない。九官鳥もおうむも人間のことぽ
を上手にしゃべるようになる。しかし彼らは発声をまねしているだけで，意味を理解してしゃ
べっているのではない。だから覚えたことぽをつなぎ合わせたり組みかえたりして新しいこと
ぽを創造したり，新しい使い方を発明したりすることは決してできない。
　たとえぽ九官鳥が「おはよう！きょうはよい天気ですね」ということぽを覚えたとしよう。
彼は朝でも晩でも人の顔を見たら得意そうにこのことぽを繰り返し，愛嬌をふりまいて失笑を
かうだろう。人間の幼児が傍らの九官鳥からこの同じことぽをはじめて覚えたとしよう。はじ
めはやはり九官鳥にならって同じように朝でも晩でも人の顔をみたら，得意そうに繰り返そう
とするかもしれない。しかしおとなの失笑をかったり，きょうだいから馬鹿にされたりして，
直ぐさまこのことぽが朝しか，しかも天気の好い日にしか使ってはならないことを知り始め
る。子どもはまねするぼかりではなく，既に知っている（あるいはそれによって刺激されて知
り始める）朝と昼と晩や，天気の好い日と悪い日の区別とつながりをつけていかなけれぽなら
ないことを知る。しかも彼らの場合，既に知っていることと結びつけて，たとえぽ天気の曇っ
た日には「おはよう！　今日は傘を持っていった方が好いかもしれないね」というように，も
つと効果的な使い方を自分で発見，発明して，低血圧で寝起きの悪い父親の心をなごませ明る
くすることさえできるようになっているかもしれない。ともあれ人間の子どもの場合，単語を
聞いた時には既に学習し認識した心にある事実を組み合わせ，思い出し，言語を発する前には
既に学んだこととうまく調和して働くように自分で個々の要素を組み合わせていかなけれぽな
らない。それはどの子どもにとっても発見，発明の過程といってよい。既に述べた天気の曇っ
た日の幼児のことぽのように子どもは誰だって日々新しいことぽなり，ことぽの使い方なりを
発見，発明して，自分のこの発見，発明に一喜一憂しているのである。
　だからこそここで子どものことぽやことぽの使い方に対する興味に，ちがいが出てくること
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になるかもしれない。この曇った日の発言の発明に，子どもにとって最も大切な母親や父親が
どのように反応対処してくれたかは，その後の子どものことぽに関する興味に差をつけること
になるかもしれない。われわれの周囲にはよく外国語を簡単に覚えるぼかりではなく，数力国
語を簡単にマスターして，その異能ぶりを発揮し，われわれを驚かせる人々がいる。彼らはこ
とぽに関する天才のように見える。われわれはこのような天才をみるとよく，彼らの幼児期が
どうだったかを尋ね，彼らが別段目だつ存在ではなかったがどこか幼児期から違っていたとい
うような証言を得て，さもありなんと安心したりすることがある。つまり彼らは乳幼児期にこ
とぽのこの発見，発明の過程に人なみはずれて興味を持たされるようにされたので，どこかち
がってみえたことになるかもしれない。しかしどの子どももことばを習い始めた時には，赤ん
坊が自分の周囲の光景を認識し始めた時に感じたのと同じように，一人ひとりがその発見，発
明に新鮮な喜びを感じ感動したはずである。ただその大部分の発見，発明は既に使われている
いいまわしの再発見，再発明であるから，そのことぽが本当の意味の発見，発明とはならない
だけである。小説家が書く恋物語の表現や筋書きがその小説家の発見，発明でなかったとした
ら，小説を読む意味などなくなってしまうかもしれない。しかもわれわれはそれを誰でも理解
することができ，自分では表現できなかった筋書きであったことを知り，その表現の仕方のう
まさに感激，共感するのである。だからこそ逆にゲーテの作品に独創性がないといったりする
人も出てくるわけだ。自分も同じような経験をしているのだから。誰だって日々新しい恋を
し，新しいことを考え出しているのだが，その多くはうまく表現できなかったり，表現しても
ごくありふれた表現か，または文化に融けこまないちんぷさのために泡のように消えていくの
である。文化に融けこんだ語彙の中に入りえた人の共感を呼ぶ新しいことぽや表現だけが，生
き残っていくのである。前述の数力国語に堪能な人が必ずしも小説家としては成功しないこと
の方が多いことも，これによってよく解る。恐らく小説家は言語に精通し堪能な人とは違っ
て，前述の九官鳥の例では言語及びその使い方そのものよりも，父親との感情的交流とその表
現の方に感動し興味を持ち始めたに違いない。私の周囲には，中学生時代から小説家を夢見て
挫折した人々でいっぽいである。残念ながらわれわれは幼い時，心の体験そのものに圧倒され
てしまってその感動をことぽで表現することにまでは関心が向かわなかったのかもしれない。
　「偉大な考えというものは，進化のための遺伝子と同じように，何かの偶然で一度だけ得ら
れれぽよく，その後は脳から脳へと広がっていくことができる。」（8）ニュートンの運動の法則
やダウインの自然淘汰の考え方が発見されるのに，プラトンやアリストテレスの時代からみて
も20世紀以上もかかっている。今では誰でも理解でき，常識のようになっている。なぜこんな
簡単な（？）考え方を発見，発明するのに，人類はそんなにも長い期間がかかったのかむしろ
不思議なくらいである。恐らく彼らの天才は，幼い時ことぽの魅力や感情の交流よりも，周囲
の自然の認識の方に魅せられる偶然から出発している点が多いように思われる。そして更にア
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インシュタイソの相対性原理や，ホーキソグの宇宙についての壮大な考え方が発表されたのは
最近に属する。そのような考え方もプラトソやアリストテレスはともかくニュートソやダウイ
ン等々これまでの無数の科学者の発見，発明の集大成された結果を自分の心の中に作り出し，
組み立てる再発見，再発明の過程を経た後に発見，肇明されたものである。「偉大な新しい考
え方は，後からくる者のために種子を蒔くだけである。その種子が育つかどうかは，聞き手の
心がその種子を育てるもとの構造と同じような構造を心の中に作り出す方法を見つけだす」（9）
かどうかに大きくかかわっている。しかもそれはわれわれ人間であれぽ誰でもできることなの
である。ただそれが偉大な発見，発明につながるかは，前述のように多くは幼児期にその人に
とっての最も大切な人々によってどの方向の種子を育てることに興味を持つことを刺激される
かに大いにかかわっている。そしてむろんゲーテが言うように，それ以後のいろいろな人々に
刺激され，教えられながら，どこではっと感じたかにもかかわっており，恐らくは進化のため
の遺伝子のようにこの過程では何かの偶然が働くことが極めて多いであろう。本当かどうかは
ともかく，ニュートンがリソゴが木から落ちるのに「偶然」気がついたように。リンゴはたえ
まなく木から落ちており，それに偶然気がつくことは誰にでも起こる可能性のあることであっ
た。
　それはともかく子ども一人ひとりが遺伝的に決定されているプロセスに沿って学習する機能
を使って，この発見，発明の流れに参加し，人類の多様な文化の共有者に成長していくために
は，平凡だが極めて重要な一つの条件があることが解ってきている。それはゲーテも強調し，
既に述べたことの中にも十分含まれていることなのだが。その条件について次に少したち入っ
て吟味してみよう。
母と子の愛情関係の重要性
　以上のように普通赤ん坊は生まれた直後から母親に抱かれて乳を探し乳を吸って飲み下し，
体内で消化作用を始め，やがて母親のにおいや声や顔を見分けるとともに1ヵ月もたたないう
ちに注意を集中して，自分の周囲の世界の探求を開始する。実は人間のその後の発達にとって
この生まれた直後からの，いわゆる乳幼児期における母親との関係が極めて大切なことが次第
に解ってきている。それについて最初に気がついたのはフロイト（Freud，　S．）で，彼はノイ
ローゼ患者の治療から5歳頃までの乳幼児期の両親との愛情関係がうまくいかないと，青年期
になってノイローゼ的表現となって現れ，結婚さえできなくなることもある。つまりその人の
物の考え方や生き方，長じてからの異性関係や子育てに至るまでこの乳幼児期の両親との関係
で決定される部分が極めて多いと警告した。あまりに極端な乳幼児期重視の論として乳幼児期
決定論などともいわれて批判もされてきた。
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　しかし生まれた直後の親子関係が決定的な意味を持っているのは，われわれの先祖である動
物では全く自然なことである。たとえぽ鳥類や哺乳類の多くの種では子どもが生まれた直後か
ら母親や母親に似た行動をするものに追従反応を起こし，ローレソツ（Lorenz，　K．）によって
刻印づけ（imprinting）と名づけられてすっかり有名になった。だがこれより先スポールディ
ソグ（Spalding，　D．）が極めて興味のある実験をやっている（10）。彼は鶏のヒナが卵から出よう
とする瞬間に卵を手にとり，殻を一片とりのぞき，眼をあける前に光を遮断できるフードをか
ぶせた。この暗黒の状態にヒナを1日から3日おき，フードをとって，3秒手でおおっていた
後手をはずすと，ヒナは直ちに彼の動く手を母親とまちがえて前後に追従し，テーブルの上を
あちらこちらと追従した。ところが4日間フードをかぶせていた3羽のヒナには全く逆の現象
が起こった。フードをはずすとヒナたちは彼の手を最も恐れ，みな同じようにテープルの上で
彼の手が近づくと反対の方向にどっと逃げ，ヒナは野生の鳥のようにかわるがわる机の端の窓
ガラスにぶつかった。そのうちの1羽は本のうしろに突進していき，ピーピー鳴いて隅の方に
行き，かなりの時間すくんでいた。前の日にもしフードがはずされていたら，彼から逃げるど
ころか，とんできただろうから経験によるものではなく，ヒナ自身の体制の変化が原因と考え
なけれぽ説明がつかないわけである。つまり鶏のヒナには生後3日迄は愛着の機制のみが強く
働き，4日後からは恐怖の機制が強く働き出すということで，その順序は正確に遺伝子によっ
て決定されているということであろう。
　ところで人間の場合の生まれた直後の母親との愛情関係が欠けた時の深刻な影響について，
基本的かつ広範な研究が開始されたのは，やはりフロイトの弟子であるスピッツ（Spiz，　P．
A．）らの研究が，第2次大戦後w．Ho．の依頼によって調査したボウルビ（Bowlby，　J．）によ
　　　孤児院における子どもの死亡率（Spitz，1967）
　　　　　　　　　孤児院で観察された子ども
子どもの人数
27
7
4
32
21
91人
生後1年以内に死亡
生後2年以内での死亡
その後の報告なし
家族や施設で保育されたもの
孤児院に引きつづきとどまっているもの
?
29，6
4．4
7，7
35．1
23．2
100％
8
って公表されてからである。スピッツの有名な研究の1例をあげると（11），生後3ヵ月で母親
から離れ，8人から15人のグループにひとりの看護婦がつくという条件以外は極めて条件のよ
い孤児院で養育された91人には，やがておとなの抑うつ症状に似た孤独症侯群が現れた後，2
歳の終わりには発達指数は45で，4歳になっても僅かな例外はあったが，「腰かけることも，
立つことも，歩くこともましてや話すことはできなかった」。そして最も驚くべきことは表の
ように1歳未満で27人，2歳未満で更に7人が死亡した。一方比較対照群の別の施設で生みの
親か，ひとりの決まった代理母に養育された220人の幼児のうち，死亡したのは4人であった。
こうした研究事例を総合してスピッツは生後1年未満の乳児で5ヵ月以上母親から離され，ひ
とりの決まった代理母も与えられない時には，少なくとも部分的には回復不能の障害が現れ
る。この現象は本質的には情緒欠乏の問題で，少なくとも母親の個性的な人格の影響は少な
く，母性的愛情の欠乏が決定因だと結論している（12）。
感情系の発達にっいての研究
　既に述べたように，今世紀に入ってからフロイトによって乳幼児期の親子関係の重要性が指
摘され，次第に注目され始めていたが，第2次大戦後になるとこのようにボウルビ等が乳幼児
期に正常な母親との愛情関係が剥奪されると，子どもは何事にも関心を示さなくなり，喜びも
苦痛も感じなくなる。そしてやがて無表情，無動作が特徴となり，つまり生きる意欲を失って
そのまま放置すると，まもなく死に向かって直進し始めることすらあるという事実を種々の資
料をもとに明かにした（13）。これらの指摘は，われわれの生物としての最も本質的な欲求であ
る生きる意欲すら，生得的な遺伝子のみによって直接作られるものではなく，非常に早い時期
に前述のように遺伝的に書きこまれたプロセスにそって学習する機能を用いて，母親との愛着
（感情）的結びつきを通じて身につけられることを示しているものといえよう。恐らくこの愛
着のメカニズムは，われわれの祖先である動物から受け継いだものであろう。前述の鶏のヒナ
に象徴的にみられるように愛着と恐怖（不安）による感情的な機制によってたったひとりの親
との強い結びつきが進化してきたのは，これによって赤ん坊（ヒナ）を安全に育て，守ってや
ることができるからであろう。動物の場合ふつう無関係の個体から生まれた子どもは育てな
い。それどころかチンパンジー等でも無関係な子を殺す子殺しの事実があり，動物行動学など
で最近たいへん問題になっている。人間の場合も基本的にはそうで；人間の脳もこのような欲
求の感情的機制から出発し，生物進化の過程で論理的思考ができないと知的な処理ができない
ということが解り，感情的処理を主体としながら知的な処理ができる仕組みを脳の中に作りあ
げた。それが前頭葉で先祖である動物と同じように感情で欲求を処理しながらも，最後には意
識にのぼらせて論理的に処理できる仕組みを進化させた。このような知的処理の萌芽は，簡単
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な道具の使用や，言語的反応をみせる，われわれ人類に最も近い類人猿にもみられるので，彼
らについての研究から参考になる点を拾ってみよう。
　まず興味深い研究にチンパンジーの雌の子グアがほぼ同年齢の研究者の子どもドナルドと同
じ家庭で育てられて，比較されている（14）。グアは少なくとも「跳躍，握手，コップで飲むこ
と，スプーソを使って食べること，ドアを開けること，お手つだい，人の要求に従うこと，排
便の予告，若干の語の意味を理解すること」などは，ドナルドよりも早くできるようになっ
た。ところがグアはその段階で早くも成熟的限界に達したのに，ドナルドはゆっくりとこれに
追いつき，生後1年2～3ヵ月で殆どすべての行動面で追い抜いてしまった。グアにはできな
い言語行動が軌道にのり始めるのもこの時期で，この年齢以後特に知的行動面でその差異は日
増しに大きくなった。
　このようにチンパンジーやサルもネコや犬同様人間によって育てられても彼らの知的な行動
は，表面上は普通の野生ザルと勝るとも劣らない段階まで発達させることができる。しかし非
常に早い時期にサルを生みの親やサル社会から隔離して育てると，少なくとも感情面では回復
不能ともみえる障害を起こすという事実にはじめて直面したのは，・・一ロウ（Harlow，　H．　E）
である（15）。彼らはインド産のアカゲザルが母子関係，遊び，性行動，感情，知覚，探索行動
から恐怖や不安の発達等に関する反応までが非常によく人間に似ていたので，栄養たっぷりの
哺乳びんで飼育してみると，果たせるかな母ザルに育てられた子ザルよりも25％も大きく重く
育ち死亡率も低かった。こうして彼は生みの母に育てられた子ザルと，有名な布母と針金母等
さまざまに工夫した条件で代理母によって育てられた子ザルとを比較してみた。その結果，彼
らに殊のほか強い接触要求をスキンシップで充たしてやる等感情的結びつきの要因を人工的に
組み立ててやり，栄養たっぷりの人工乳で育てれぽ，子ザルは生みの母がいなくても勝るとも
劣らない状態にまで育てることができた。その実験結果が余りに鮮やかであったので，彼は一
時サルに近い人間の場合も，感情的結びつきさえ十分に考慮すれぽ，それが必要な場合には母
親を育児から解放し，父親を含めた代理母によって同じように十分に子育てができるのではな
いかという画期的とも思える結論に達し得たかにみえた（16）。
　ところが彼らは，自分たちが育てたこれらのサルをサル社会に返そうとする段階に至って，
たいへんな困難に直面した。彼らが育てた子ザルがいかに丈夫で無病であっても，感情面での
障害が目立ち，しかも初めはかくれている重大な発達障害が徐々に現れてくる。同じ年齢の同
性，異性の野生ザルと一緒にすると，この隔離ザルには例外なく，何事にも無関心でただ座っ
ており，周囲にうつろな眼を向け，既に述べた孤児院で育てられた人間の子どもにみられる自
閉症的傾向に似た症状が現れるのであった。人間の情緒障害児が爪をかんだり毛を抜いたりす
るのに似て，自分の手や腕や肢を強く咬んだりする自虐的行為がみられ，野生ザルは威嚇や攻
撃などの行為を外に向け，自分に向けることはまずないが，隔離ザルにはこの種の防衛体制そ
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のものが全く育たないまま脱落してしまう。特に異常な行動は異性に対して目立ち，むろん交
尾は殆どできなかった。しかし辛抱強い社会復帰のための努力により何匹かのサルには子ども
を生ませることに成功するが，殆ど母ザルらしい行動はみせず，母性本能という見方からする
と，彼女らはこれとは殆ど無縁のようにみえ，放置すると殆ど死なせてしまった。ところがハ
ーロウを更に驚かせたことは，そのような第1子に対しては全く母性本能を現さなかった隔離
ザルの中に，第2子を生んだ時にたいへんな変わり方をするサルのあることであった。多くの
母親は野生ザルよりもむしろ頻繁に腹部接触を赤ん坊に許すようになり，その他は全く区別が
つかなくなり，普通の母ザルよりももっと熱心に濫の中で子どもたちと遊ぶのであった。とも
あれ以上のような研究から，いずれにしても正常な感情系の発達は，サルの場合も自然な母子
関係の成立過程で遺伝的に決まっている学習のプロセスにしたがって身につけられるものに強
く依存しているということが解った。
　ハーロウらはその後の注意深い研究からサルの感情系の発達は，前述の鶏のヒナにもみられ
たように先ず誕生直後から母ザルとの固い愛着的結びつきが形成され，その後で不安や恐怖が
2，3ヵ月の間に生ずる。そして6ヵ月から1年までの間にまずすがりつくことから始まり，お
どかすこと，追うこと，ふざけてかみつくこと，つねること，ひっぱること等の攻撃的な遊び
の型を通じて最後の攻撃性が形成されるという三段階で進む（17）。子ザルは母ザルのぞぽで毎
日すがりつきの姿勢で多くの時間を過ごし，離れている時不安を感ずると母ザルの方へかけよ
り，母ザルが居さえすれぽ平然と行動し，そのきずなは強力でそれによって与えられる安心感
は極めて大きい。そして母ザルがいる時には周囲に対し好奇心を示し，見知らぬ環境の未知の
対象を探索するために積極的に活動するのがみられる。つまり最初の数ヵ月間特に母親，そし
て同年輩の仲間と満足な感情関係を作りあげることができると，後になって現れてくる不安に
圧倒されることはなく，むしろ不安は好奇心を刺激し周囲の探索に向かう行動を助ける。また
3番目に現れる攻撃性も不安同様軽減され，危険のない攻撃的遊びが先ず生じ，この遊びは2
番目の不安反応によっても和らげられる。つまり攻撃の表出はそれ以前に経験する感情的結び
つきによってのみ効果的に統制されるのである。たとえぽ生後間もなく完全に隔離されたサル
が後になって自分よりももっと強いおとなのサルに対して危険な殺害行為を企てたり，自分よ
り小さく弱いサルに対して残酷な殺害行為におよぶのも，このような正常な学習の過程が欠落
してしまうからである。前述の出産した隔離ザルの第1子に対する異常な行動も，発達するは
ずのこの攻撃的傾向を制止することを体験しなかったからで，第2子に対する母性行動は，最
初は極めて弱かった母性が回を重ねたことで，ある発達段階に達すると働き出すよう遺伝的に
決定されている学習のプロセスが遅れぽせながら始動し始めたとみるべきだと考えている。
　また母ザルは3，4ヵ月頃から子ザルが慕ってくるのを抑え振り払うが，それは子ザルがそ
れ以後仲間と，またやがては異性ザルと強い結びつきを作ることができるようにするためであ
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る。これは野生のチンパソジーにもみられ，小さい時は赤ん坊を抱いてやるが，やがて突き放
し，親が子どもの思い通りにならないことを教えるという。これらの生母のなす機能を，ハー
ロウは布母で育てた子ザルとの比較で次のように説明している。後老は母ザルとの性的遊戯活
動（フロイトは人間の場合母親が赤ん坊を頬ずりしたり，なめたりキスしたりすること等をこ
う呼んだ）を全くせず，また母ザルからつき放されることもなく無制限の接触を与えられるの
で，彼女から独立して仲間や異性ザルと健全な結びつきをするために必要な刺激をも全く与え
られないことになってしまうと言っている。人間の場合もこの愛着関係は極めて強力で，何年
もの間愛着を持っている人から数メートルと離れられないくらいになることもある。この間親
離れのチャンスを逸すると，ひどい抑うつ状態になったりして，子どものパーソナリティが正
常に発達しなくなってしまう。前述のサルと同じように普通親子関係が安定している程，子ど
もは親から離れていられるようになることが知られている。こうしてハーロウらは，全体的な
自然な感情系の発達は母ザルの子ザルへの愛情から出発し，それによる安定した感情の発達こ
そがあらゆる社会的探求，冒険心の正常な発達を保証する。そして母ザルのある段階からの突
き放しは，同年輩の仲間や異性との日常の遊びを刺激し，それを通じて感情は更に豊かに発達
し，よき母ザル（あるいは父ザル）になるまで続く他の方法では代用できない過程であると結
論している。
　人間の新生児の場合も，母乳による生きるための食欲の満足を与えられる結びつきと，スキ
ンシップ等必要なものはすべて彼女によって与えられるという緊密な相互関係が母親との問で
まず形成される。この相互作用を通じて恐らくは必要な時にそれが直ぐ与えられるか否かの意
識の発生に伴って母親に注意をはらうようになるとともに，においや声からおぼろげな母親像
が固有の現実として次第に生じ始める。そしてこの過程で恐らく前述の恐れや不安の感情の発
生も加わって母親を次第に他の対象と区別し，特別の人としての像ができあがる。そしてこの
対象の分離と焦点化の過程で不自然でむごい母親の剥奪等による障害が生ずると不安が増大
し，何らか処置がなされないとそれによってやがて圧倒されてしまう。このある時期のある極
端なN親からの分離不安（恐怖）の体験は発達さえ止め，生きる意欲を失って衰弱に向かわせ
前述のように死につながっていくこともある。このことはわれわれの心の生活が欲求の感情的
処理から出発し，それが土台となって発達していくことを示している。そしてその後の知的な
発達や，論理的な探索行動もすべてそれが土台となって効果的に機能し始めることを示してい
るといえよう。そしてそれはスピッツが言うように，母親の個性的人格に影響される部分は少
なく，自然な愛情関係が成立するかどうかにかかっている。しかし類人猿と人間とは同じ祖先
を持つとはいえ，むろん人間の脳とサルとではその遺伝子には大きな違いがある。だから現在
人間とサルの全遺伝子の解読が始まっており，それを比較して人間特有の遺伝子が既に幾つか
解読されており（18），その作業が進むと天間らしい特有の行動を可能にしているものが遺伝子
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段階で次第にはっきりしてくるかもしれない。しかし既に述ぺたように脳の作り方ももちろん
遺伝子に書かれているが，昆虫等とは違ってその通りに作れぽ脳が完全にできあがるというわ
けではない。つまり生後の内外からの教育と自らの学習によって作られる部分が多く，これは
類人猿でも同じだが，前述のグアとドナルドの違いが象微しているように両者には自ら大きな
違いがある。その違いを更に象徴している一つの例として，有名なスキールズ（Skeels，　H．
M。）の実験が参考になる。彼らは精神薄弱児施設の3歳の幼児27人を無作為に二分し，一方
の子を一一一一一人ひとり州立精神薄弱施設の女の子のもとにあずけて世話を頼み，他群は刺激の少な
い元のままの施設に残した。その結果約1年半の公式の実験中に既に1人のきまった女の子の
献身的な世話を受けた前者の群は，知能指数の平均が64から92まで上昇したのに，他群は逆に
更に26も低下していた。こうして実験終了時には前者の群のみ13人のうち2人を除いては法的
に養子縁組みすることができた。その後21年が経過した後全事例が捜し出され，両群がもう一
度比較された。その結果前者はすべて自立自活しており，11人は高校を卒業し，4人は大学教
育を受け，そのうち1人は大学院で研究に従事していた。他方の群14人は1人は死亡し，4人
は施設で保護を受け，1人は精神病院に入院し，他の3人も別の施設に収容され，ひとりも自
立自活しているものはいなかった。つまり僅かな期間の初期の代理母の条件の著しい差から始
まった両群の子どもの運命には，まさに劇的な差が生じていた。
　以上母親の不在や代理母の研究から，子どもには体の接触やあやしことぽを通しての自然な
母親との感情的交流の必要なことが解ってきたが，子どもの世話や養育におけるこうした側面
をわれわれがいとも簡単に見落とすことが，われわれがこのような感情的交流のできない母親
を作るという悲劇的な悪循環の始まりになっているのではないか？　動物にみられる現象をそ
のまま人間の説明に適用することには慎重でなけれぽならないが，系統発生的にみても人間に
近いサルについてのハーロウらの研究によると母性というものは生得的なものでもなく，子ど
もが生まれた時に本能的に目覚めるものでもない。母親としての能力はまず乳児期の自分の母
親との接触体験にもとづき，次いで広く同年齢あるいは異性の仲間との満足のゆく社会関係の
成立が前提条件となっている。このような円満な情緒的関係を築きあげることが，後の愛情の
ある母親，よい父親であることのいしずえである。授乳とは単に飢えや渇きがいやされるとい
うだけでなく，母親から保護され愛されているという体験が子どもに伝わっていかなけれぽな
らないのであって，その体験こそがその後の成長（環境などの探索行動を含めて）の出発点で
あるぼかりではなく，それがまわりまわってわが子の子育ての場合のよき母親，父親である前
提にもなってくる。この点で新生児と緊密な感情的相互関係を形成する女性が，一般的に男性
にくらべて豊かな感情を持っていることはうなづける所である。したがって彼女らとの体を通
しての接触がある場合には，たとえ食事が多少不十分でも大した危険はないといわれ，逆にそ
れに著しく欠ける場合には直ぐさま皮膚疾患等の原因ともなったりすることが解っている。体
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を通しての接触や母親の肌から伝わる暖かさが過度にどんな風に与えられても；特に最初の半
年間は子どもをわがままに育ててしまう危険は殆どない程，それは必要条件なのである。われ
われはどの面でも余りに神経質になってはならないが，清潔等の保健衛生的理由や母親の疲れ
を癒すという点から，たとえ母親の方はそれを欲していても，誕生時に子どもから母親を離す
ことがいかに合理的にみえても，母親と赤ん坊の愛情に満ちた関係，母性的能力の自然な発生
を阻害している面のあることも忘れてはならないのである。
　しかし子どもにとって生みの親が最善であるにしても，たとえぽ家庭生活に喜びを見出せ
ず，不承ぶしょうこれに従事し，家庭外の職業生活をむしろ好むような母親である場合，子ど
ものために望ましい母親とはいえないであろう。このような場合にはその母親に代わり子ども
の世話と教育に十分責任を感じ，すすんでこれを引き受けようとする特定の代理の母が決めら
れ，この人がいつも変わらず養育にあたるならば，人間の場合にはむしろ母親の機能は十分に
果たされうることも，やはりスキールズの研究等でだんだん解ってきている。
　ともあれ生きる意欲，そして知的な冒険的探索行動の萌芽も，母親との安定した愛着関係が
成立することによって発達させられるぼかりではなく，私たちが社会的にどう生きるべきか，
何がよいか，つまり価値観や一貫した道徳感のきざしも，社会的な道徳を体現する母親を通じ
て無意識のうちに学びとられる。それがフロイトがいっている超自我（良心）というものの実
体であろう。しかしそのようにまず母親を通じて生き方を学び始めるにしても，われわれの社
会はそれだけですべてを学習できる程単純な社会ではない。ここで父親の役割は何であろう
か？　ということが問題になってこよう。多少の例外はあるが，動物の世界では生後の父親の
役割は，たとえぽチソパンジーにしてもまだはっきりしていない（魚類等では，父親の方が卵
を育てている場合は少なくないが）。恐らく人類の場合，父親の子育ての役割は，論理的な処
理，知的な処理の萌芽とともに次第に生まれてきたのではないかと思われる。この点で母親に
くらべて一般的に父親の方が非感情的で論理的なのも理解できよう。私たち人間は先祖である
動物と違って，高度に知的な処理の可能な脳を進化させたために自分の直面する問題を自分で
作り出さなけれぽならない。いや作り出すことができるように進化してきた。そのことによっ
て私たちはこのような広大な文化をきずきあげてきた。しかしこのような複雑な文化の中に生
まれた子どもたちのこの文化を身につける知的成長は，既に感情の処理の仕方や言語を習得し
ているのですべての子どもの心の中で別々に起こるというわけではない。なぜならその子のま
わりの家族や文化的なコミュニティ自体が既にそのメソバーの思考方法を規定するような方法
を，たとえぽ常識とか，法律とか，宗教というような形で作り出しているからである。これが
子どもたちが母親から学び始めたものを元にして周囲の先輩の年長老から社会的な価値や目標
や理想といった自己調節法を学ぶ必要がある理由である。私たちの子どもはこれを周囲の自分
に愛情を示してくれる人をモデルに学び始めるが，それだけでは十分でなくなってきた。それ
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につれて学校を次第に整備し，長い期間を通じて教育を専門的な仕事とする人から学ぽせるよ
うな体制を固めてきた。たとえぽノルウエーの船乗りの子どもや，アメリカの母子家庭，伝統
的に父親不在が多く，母親のみによる子育ての多かったソヴィエトの子育てと，両親によって
育てられた子育ての結果等々が比較研究されている（19）。こうして父親の役割も次第に解って
くるだろうが，父親の役割はこの母親の愛着による教育と，学校が目的とする，課題を論理的
知的に処理する教育との橋渡しのような役割を現在は果たしている部分が多いのではないかと
思われる。この点から父親の役割は再認識される必要があると思うが，この意味で，頼もしく
指導的な（社会的に生きる意欲の強い）子どもは男女を問わず，「母親中心の家庭からも父親
中心の家庭からも育たず，また両親が同じような仕方で養育に責任を持っている家庭よりも，
両親とも積極的ではあるが，同じような行動をせず，それぞれが役割を分担し，しつけの役割
も分担し合っているような家庭で育つことを示している」というブロンヘンブレンナーの研究
「二つの世界の子どもたち」における結論は，極めてよい参考となろう。この点についてはま
た稿をあらためて考察することとしたい。
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